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乾田化に伴う合瀧的施肥法について

鎌田　嘉孝・大　川　　晶・佐々木昭四郎

佐々木信　夫・増戸　靖久・＊大槻　　斉

（岩手県農試県南分場）

最近水稲の生産向上並びに営農合理化の上から，圃場

の基盤整備が重要祝されてきているが，土地改良の一環

としての区画整理・暗渠排水工事はその基本条件として

従前より実施されてきている．しかし従来の施工跡地に

おいては，乾田化によって労働条件の改善等の両では種

々の利点をもたらしながらも，生産そのものには余り寄

与しないといった事例さえもみられたのである．そこで

これの対策の一助として昭和30年より試験を実施した．

湿田の乾田化に伴う耕種技術的な問題については，今

後益々解明されねばならない点が多々あるが，得られた

2・3の結果を取纏めて報告する．
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泥炭に頗る富む

喜言泥炭に頗る富む細砂吼明黄緑色

泥炭層

第1図．土　壌

上記両圃場で実施したN用量試験におけるN施用量と

収量の相関を示すと次の通りである．

都鳥では施工当初はN少虫区程低く，逆にN増施区程
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試験成績並びに考察

1．供試圃場：都鳥（泥炭土壌粘土塾，表層火山灰土

混入）姉体（弱グライ土壌強粘土型）

‾2．暗鳴施工法の概要

都鳥では田面下55～60e郡，間隔11別で支楓は幹線排水

路より枝状に設置し，しかも材料は粗架である．姉体で

は深さ125～130e爪，間隔18〝Zで材料は土管である．

なお供試圃場の土壌断面及び一般的諸性質は第1図の

通りである．
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腐槌を含む，黒褐色，糸板状富む

黄褐色，糸楔状，膜状斑紋あり，細小孔
宙む

グライ屑，管状（アシの茎）斑紋あり

断　　面　　図

増収したが，年次経過と共にN少鬼区での増収は著しい

がN多用区では減収しその適量も低下の傾向を示した．

N多用区での減収の主原因は登熟不良と倒伏である．

一方電粘土質の姉体では，無堆肥無

N及びN少量区での減収は年々著し

く逆にN増施区での増収が著しかっ

た．上の如き推移を示す原困につい

ては，その年の天候条件に交配され

る所が大きいことは当然であるが，

更に施工後における透水条件の変化

並びにこれに伴う土壌の養分供給面

での質的是的変化が考えられる．

都鳥では表層は火山灰配人士層，

下府は泥炭質～泥炭層であるので，

土壌臼体の透水性は極めて良好と恩
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われる・従ってこれに暗渠を施工した場斜こは急激に排

水が行われ・乾‖牝は促進されるわけであるが，本試験

岡の水閲は周辺の他の加日と共同であるため，終始関放

されており，昭和30，31年度では施用Nの洗亡はかなり

著しかったものと思われる．

このことは第1表の排水時期試験によっても明らかで

初期排水することは穂数の減少が著しく，不利である．

しかし本泥炭そのものは水稲に対して有語であるか

ら・作土の縛い場合には早期より排水の要があると推察
される．

第1表．排水と生育
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①　2000分のαポット．④　排水は200eり日とした．

第2表．泥炭層までの深浅と生育
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又土壌の分析結果にみられるように，全炭素，全窒素

置換性石炭及び芹土は暗渠施工後昭和33年までは急激に

減少しているが，その後の変化は緩慢である（第3表）．

即ち，年次経過と共に土屑は緊軒化すると同時に材料

は配架であり，且つ用排水路は兼用であるため，これも次

第に浅くなり，このため排水能力は低下し，昭和35年では

縦診透柚は6～7∬戯／日にすぎない．このことは養分吸収

掴こも反映しており，N増施に伴ってN・Mg等は増加

第3表．経年に．よ
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するが，Si・P・Ca等は必ずしも増加していなく，逆に

減少の厭向すらみられ，且つ砧えの分配率も良化してい

ないのは養分吸収としてはアンバランスのものと思われ

る・元来腐柿筒の多い土壌であり且つ落水後及び春先の

乾燥は著しいので乾土効果の発現は容易である．しかし

下層には明確な鋤床も川来ず腐栖量もかなり多いので，

後期Nの供給面では潤沢ではあるが他の養分とのバラン

スをとりえないこと及び前述の排水権力の低下がこのよ

うな生育相を示す主原同と思われる．
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第3図．年次別養分吸収量極／α

しかし現状においても施肥法の改善，．汀一種，栽枯緯度の

選択等によって，10α当り600的乃至それ以上の収窮をあ

げうることは第4表に示す通りであり，特に燐酸増施，

珪カル等塩基の供給は柘めて効果的である（第4表）．

従って・このようなタイプの土壌では，まづ客土が重

要であり・これによって泥炭岡への根の侵入を用来る限

り防ぐと共に・疾い腔渠（1・5川倖）を基本として，そ

の地帯‥全休の地下水位の低下を計り，更に暗渠によって

る土壌の変化
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第4表．施　肥　法　と　収　量
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注．都鳥：品種トワダ　　　24．2株／〃Z2　　施肥品　9．1－11．3－7．6を基準とした．
姉体：品種サワシグレ　24．2株／∽2　　施肥最は都鳥と同じ．

排水を改良し幼穂形成期以降に排水すべきものと思われ

る．これと同時に上述の如き施肥法の改善によって一層

生産の向上を期待しうるものと思われる．

一方姉体の如き重粘地では，暗渠施工直後においても

縦珍透を増加さすことはなかなか困難であり，暗渠直上

郡に僅かにみられるにすぎず，減水深は都鳥の場合より

一層少ない現状である．水稲の生育は初期生育は旺盛で

あるが後期所謂秋落となり，有効茎歩合が低く，伸長が

著しくN量に対する適用範用が狭く，このため倒伏を招

きやすい．又一般に稔実不良が特徴である．東北地方の

沖桁水田土壌として典型的なタイプの一つと考えられる

が，このようなタイプは下層には0．1～0．5取舵位の管孔は

極めて多いのであるが，現実にはこれが飽気障となって

いると推定される，又その下屑は構造の発達が少なくJl

つ作土は粘質無桝造である●

これが地形的に勾配が少ないことと柑侯って透水不良

の主原因となっているものと推察される．しかし区画整

理と幹線排水路の完錮こよって，田雨水の排除は可能と

なり，このため春先の乾燥はかなり著しくなり，亀裂の

出現も年々班著となってきている．従って乾土効果の発

現は都鳥の場合と同様容易になると考えられるが，本土

壌は元来蓄硫有機物蓑は少ないため，その減耗が著しく

このため無堆肥無N区の収吊：及び吸収量は連年極めて低
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い．しかも下屑は極めて微帝で且つN的地力は極めて少

ない土層であるため，板の活動は主として作土で行われ

ることになる．このため区画整理で作土の蒔くなった所

は直接この下層土に生育するため，一層後期の養分不足

は著しい．したがってN増施効果は高いのであるが，一

般には生育は不安定である．又幼秘形成期以降は土壌の

還元化が著しく，生成硫化物鼠も多く，これに比例して

黒板の多いことも更にこれに拍車をかけているものと思

われる．

しかし作土日体は粘土も多く，NH4＋の吸着が強く且

つ石灰帯土等の移動沈亡も少ない．従ってまづ湛水期間

中の透水の良化が先決となるが，この事矢は第2表にみ

られる通り，穂学期頃より排水することにより稔実が良

化していることによっても明らかである．更に施肥法と

しては堆肥増，軋肥及び深耕等の後期栄養を持続させる

対策が有効である．以上のことから，重粧地では如何にし

て縦隆透を行なわせるかが問題であり，これには暗渠施

工方法の検討が尚必賓である．又畑転換による桝造の作

成等も考えられるが，何れにしても縦惨透を惹起させ，

これによる排水を生殖生長射こ重点をおき，更に沃緋に

よる屑改良と土壌有機物の増加を含めた施肥法の改善に

よって増収をはかるべきものと思われる．

＊現岩手園農産課




